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【緒　言】精神遅滞患者は歯 を喪失す ると可撤式

の欠損補綴が困難 となる。 したがって,う 蝕歯の

早期発見 ・早期治療が要求 される。全身麻酔を必

要 とす る精神遅滞患者 のプラークコン トロール

(PC)状 況 とメインテナ ンスのう蝕抑制効果につ

いてはまだ調査 されていない。本研究は,日 帰 り

全身麻酔による歯科治療 を必要 とする精神遅滞患

者のPC状 況 とメインテナ ンスの効果について調

査 した。

【方　法】 日帰 り全身麻酔を併用 した半年毎のメ

インテナ ンスを3年 間実施 している精神遅滞患者

31名(男 性22名,女 性9名,平 均年齢36.5±8.9歳)

を対象 とした。被験者はPC状 況 により,良 好群,

中等度群および不良群に分類 した。各群で3年 間

における充填歯数,根 管治療歯数および抜歯数を

比較 した。

【結　果】最終 来院時のDMFT指 数 は良好群が

14.2,中 等度群が17.8お よび不良群が15.2で あ り,

群間に統計学的有意差は見 られなかった。年平均

の充填歯数(良 好群1.48歯,中 等度群2.02歯,不

良群1.19歯),根 管治療歯(良 好群0.38歯,中 等

度群0.03歯,不 良群0.15歯)お よび抜歯数(良 好

群0.20歯,中 等度群0.16歯,不 良群0.02歯)は い

ずれも群間に統計学的有意差が見 られなかった。

【考　察】各群 とも年平均充填歯数,根 管治療数

および抜歯数が低 かったことから,全 身麻酔を併

用 した半年毎のメインテナンスは効果的であるこ

とが示 された。 また,PCは 中等度 であっても,

一時的に充填歯や根管治療歯が増加 した個人がい

たことか ら,宿 主 ・環境因子等について も検討し

ていく必要性が示 された。

【結　論】 日帰 り全身麻酔による歯科治療 を必要

とする精神遅滞患者のメインテナ ンスは,PC状

況によらず効果的である。


